
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

ハ

精
神
障
害
者
（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
限

る
。）

ハ

精
神
障
害
者
（
精
神
保
健
福
祉
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。）

二
〜
八

（
略
）

二
〜
八

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

８

第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附

則
第
十
五
条
の
五
第
六
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨

励
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
雇
用
関
係
助
成

金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
六
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の

は
「
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
の
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
の
」

と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関

係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
六
項
の
規
定
」と
、「
と
い
う
。）又
は
訓
練
を
行
つ
た
機
関（
以

下
「
訓
練
機
関
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。）」
と
、「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」と
あ
る
の
は「
代

理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
に
」
と
、「
雇
用
関
係

助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ

る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び

第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励

金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
」

と
あ
る
の
は
「
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
労
働
保
険
料
の
納
付
の
状
況
が
著

し
く
不
適
切
で
あ
る
、
又
は
過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他

の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
に
対

し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

９
〜
11

（
略
）

９
〜
11

（
略
）

12

第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、
三
年
以
内
既
卒
者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ

る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
九
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
内
既
卒

者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
九
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関

係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
内
既
卒
者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主

団
体
の
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
の
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、

同
条
第
三
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
九
項
の
規
定
」と
、「
と

い
う
。）又
は
訓
練
を
行
つ
た
機
関
（
以
下
「
訓
練
機
関
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。）」
と
、「
代
理

人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
内
既

卒
者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
に
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
内
既
卒
者
等
採
用

定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
第
百
四
十
条

の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
内
既
卒
者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
」
と
、同
条
第
二
項
中「
代

理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
内
既

卒
者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

12

第
九
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
年
以
内
既
卒
者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
労
働
保
険
料
の
納
付

の
状
況
が
著
し
く
不
適
切
で
あ
る
、
又
は
過
去
三
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
の
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
雇
用
調
整

助
成
金
そ
の
他
の
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
よ
う
と
し

た
事
業
主
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報 
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